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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
バングラデシュは,人口過剰,食料一人口バランスの危うさ,政治や経済とりわけ地方行政の脆弱さを
かかえた中で,地域および農村の開発に全力をあげようとしている国である｡ 本論文は,バングラデシュ
の-農村に長期にわたって定着して調査し,またアクション･リサーチを行った経験を通して,農村開発
の望ましいアプローチを模索したものであり,種々の新しい概念や知見および開発モデルを提出している｡
評価すべき主な点は以下のとおりである｡
1.バングラデシュにおいては,従来のような経済成長モデルはむしろ有効ではなく,生態発展モデルと
社会サービスモデルを組み合わせ,かつ行政村ユニオンを中心とする地方行政と村落社会をリンクさせる
ような新しいモデルが有効であるという仮説を提出し,ついでその有効性を実証している｡ これは,現在
のバングラデシュの地域開発および農村開発において全く新しくかつユニークなアプローチである｡
2.バングラデシュ農村の高い人口扶養力の源泉は,デルタの生態的条件とタテ型秩序をもつ村落社会構
造にあることを兄い出し,それを今後の農村開発の方向づけに生かす方策を論じた｡
3.しかしながら,バングラデシュの農村は,長期的には従来の環境適応型技術を適用するだけでは,人
口-食料バランスの問題を解決することはできず,屋敷地共住集団もしくは自然村単位の協業によって望
ましい立地を形成して行く,積極的な土地利用を目指さなければならないことを示している｡
4.バングラデシュの社会単位は,屋敷地共住集団バリと自然村ショマジュが基本であり,これらの中に
あるタテ型かつ秩序型の社会とリーダーシップならびに合意形成過程を上手に用いれば,ショマジュが農
村開発の単位になりうることを示している｡
5.上のリンクモデルを構築するために必須である地方行政システムの改善と強化に資する重要な知見を
明らかにしている｡
以上のように,本論文は,バングラデシュの地域発展の条件や限界を考察し,また,農村社会の構造を
明確にした上で,農村開発の新しいアプローチとモデルを提示したものであり,地域研究,地域発展論お
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よび農村開発論の発展に寄与するところが大きい｡
よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡ なお,平成9年2月20日,請
文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位を授与される学力が十分あるも
のと認めた｡
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